
◎ 河川清掃活動に係る各種取り組み（水対策市民会議による検討課題整理）
課題：マンパワーの不足

課題 方向性 具体的取り組み

地域（自治会）
○他地域の事例を活用した清掃の展開（ノウハウ等の情報提供、事例
を参考にしたやり方改善の検討）

佐賀市 ○地域の活動事例の収集・発信、事例集の作成等
水対策市民会議 ○地域の活動事例の整理・共有
佐賀市 ○民間、国県等のイベントへの支援・協力
水対策市民会議 ○委員の所属団体内での周知の協力
市民活動団体、企業等 ○公益的な河川清掃イベントの検討
地域（自治会） ○地域内企業等の活動を周知（地域の情報媒体活用等）

佐賀市
○企業等パートナー制度導入、企業等への周知等
○河川功労者表彰、社会貢献活動証明書の発行
○企業等の活動の情報発信等

水対策市民会議 ○活動実績に対する表彰（企業等の取り組みの表彰）
企業等 ○地域とのパートナーシップづくり

地域（自治会）
○企業・学校等への働きかけ
（文書通知や訪問等、子ども達の取込等）

佐賀市
○企業等・学校への働きかけ（市報等、文書、訪問）
○市職員によるボランティア清掃実施

水対策市民会議 ○企業等・学校への働きかけ（文書通知）

企業等
○自社周辺水路の清掃の企画・実践
○従業員等への地域清掃の参加依頼

学校等
○自校周辺水路の清掃の企画・実践
○児童・生徒への地域清掃への参加を促す取組
〇市民協働のまちづくり教材（中学２年生対象）による授業

河川清掃活動における佐賀市
の役割が整理できていない。

目的が異なる河川清掃の実態
を踏まえた市の役割の再検討

・市関係部署間での情報共有
と施策展開

佐賀市
〇関係部署間での課題等の情報共有、河川・水路の維持のあり方の研
究

地域外の活力がうまく呼び込
めていない。

支援の仕組みの検討
・担い手不足地域と新たな担
い手をつなぐ仕組み研究

佐賀市
〇企業等パートナー登録事業所への自治会清掃活動との橋渡し
〇ボランティア等の取込みについて研究

各主体の役割

以前はできていた清掃作業が
難しくなった。

元気な高齢者の活躍の場とし
て参加につなげる。
他の地域（自治会）の事例を
取り込み、様々な世代の参加

・地域の実情に合わせ、他地
域の参考事例を取り込んだ活
動展開

イベント的な河川清掃で様々
な世代の市民参加につなげ
る。

・民間、国県等との協働によ
る河川清掃活動などへの参
加、支援等

協力を求めたい地域の思いと
社会貢献をしたい企業等の思
いが上手く合致していない。

河川清掃参加に向けたパート
ナーシップづくり

・河川清掃活動における企業
等パートナー
・河川功労者表彰
・社会貢献活動証明

河川清掃参加に向けた働きか
け

・自社周辺水路の河川清掃
・従業員、学生等の地域の河
川清掃参加に向けた働きかけ
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課題：河川清掃参加へのモチベーションの低下
課題 方向性 具体的取り組み

佐賀市 〇情報発信（市報、ホームページ、ポスター募集等）
水対策市民会議 〇河川清掃の意義の整理と活用
地域（自治会） 〇河川浄化功労者の推薦、公民館や広報誌等での周知
水対策市民会議、市 〇ポスター・標語と河川浄化功労者の表彰
企業等 〇ポスター・標語の展示協力

学校等
〇標語・ポスターの応募（市内小中学校の児童・生徒へのポスター等
の制作を促進）

地域（自治会） 〇出前講座等を活用した河川・水路の現状把握
佐賀市 〇出前講座等の実施、教育プログラムや教材作成等
水対策市民会議 〇教育プログラムと必要な教材についての検討
企業等 〇出前講座等を活用した河川・水路の現状把握

学校等
〇教育プログラムや教材の研究への協力、授業等における出前講座等
の活用

地域（自治会・まちづく
り協議会）

〇水への関心を盛り込む地域行事企画の検討・実施

佐賀市
〇民間企画の公益的なイベント等への協力
〇協働によるイベント等の実施

企業、学校等 〇公益的イベント等の検討
地域（市民） 〇情報の収集（ホームページ等での情報収集）
佐賀市 〇水位の定期的な調査、特定エリアの水流・水量等の調査
水対策市民会議 〇提供される情報による確認、必要に応じた提言

◎ 令和６年度委員会・意見交換会時のご意見・ご提言
カテゴリ 実施内容等

企業等パートナー制度
・市ホームページで登録事業所を紹介
・広報チラシを作成し、全戸配布する予定（Ｒ7）

河川用具貸出

・市民一斉の「週間」の趣旨を踏まえ期間延長はしないが、期間外で
も対応している。
・保管場所、配送人員体制等の可能な範囲で追加購入実施
・企業版ふるさと納税のメニューに追加

清掃活動の見える化
・河川清掃の実施個所、危険個所等の地図情報化
・市報、ホームページ等の活用。
・広報チラシによる全戸配布（Ｒ7）

特定外来生物
・特定外来生物の発見時、市に報告をお願いしている。（駆除、搬送
の際にも広がっていくリスクあり。）

河川清掃活動全般 −

限られた水資源を活かすため
の適正な水管理の実施

・外来種の対応について発見の都度申請が必要か。

・企業側にもメリットになるような対策（活動のＰＲなど）を検討してほしい。

提言等の内容

・貸出希望日が集中すると要望数の用具が来ない。期間を延ばすことや企業から寄付を
もらう等ができないか。
・企業からの寄付をもらうことはできないか。

・清掃活動結果の見える化ができないか。
・将来に渡って河川清掃活動が安全にできるよう課題の見える化ができないか。

・適正な水管理の実施

・地区に引っ越してきた人に積極的に呼びかけ。
・無理のない範囲で新しい人にお願いする。  など

各主体の役割

多様な考え方の中で、河川清
掃参加に繋がる動機付けが弱
い。

河川清掃への関心・参加意欲
を高める

水への関心を高める

・市民主体の河川清掃活動の
意義共有

・河川愛護ポスター、標語の
活用、表彰制度

・河川愛護及び環境保全等の
意識の向上

・水への関心を高める公益的
なイベント等を展開
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